
149第 3セッション　台湾

法的能力と投票参加
―台湾の事例

林聰吉（淡江大学教授）

学術界の皆さま、ご在席の皆さま、実務界の友人の皆さま、こんにちは。午
前中から、皆さまに後見宣告に関してたくさんの貴重な意見を聞かせていただ
きました。障害者の日常生活に関するものが主でした。私は政治学が専門で、
今回の会議で私のテーマは少数派ではないかと思っています。法律能力と投票
権、すなわち政治参加権との関係ですが、これは人権保護の大事な部分です。
日常生活を除いた部分になります。
また、国連の「障害者の権利に関する条約（CRPD）」の第 29 条の中にははっ
きりと明記されていて、障害者の公的生活に関しての参加の条文があります。
主に選挙権と被選挙権です。基本的には選挙権の選挙の原則があり、投票権で
すが、そういった権利が守られています。第 29 条以外には、選挙権以外に、
第 12 条、今回のテーマですが、法律の前の平等ということなのですが、特に
第 2と第 3項目が大事だと思います。第 12 条の第 2と第 3です。締約国は障
害者が生活のあらゆる側面において他の者と平等な法的能力を享有することを
認めています。第 3は、締約国は障害者がその法的能力の行使に当たって必要
とする支援を得られるように適切な措置を取ることと規定しています。人々の
投票権を守るということが義務付けられております。
これは権利条約の中で明記されている二つの条文です。選挙権に関する規定
です。これが私の話したい最初部分です。
2番目です。ご存じのように、権利条約は 2006 年に締結されて、短い間で
すが、個人通報は少ないのですけれど、選挙権に関する重要な通報事例があり
ます。まず、2013 年 9 月に公布された事例です。一つの通報事件がありました。

台湾（座長：宋亸）
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ハンガリーで 6名の方が連名で国連の権利委員会に通報した事例がありました。
当時、ハンガリーの憲法の規定の中では、障害者であれば、宣告を受けた人は
選挙権はないと規定していました、2010 年の 2 回の選挙にわたって選挙権を
剥奪されたということでした。
その理由ですが、ハンガリー政府が障害の程度を一切考慮に入れず剥奪した

ということは、権利条約に違反しているということです。ハンガリー政府はこ
の通報案件に対して回答を出しています。現在その憲法の条文は既に廃止しま
した。2012 年に法律の改正を行いました。主な内容としては、今後、後見宣
告を受けたから一切投票できなくなるということではなくなり、投票できるか
どうかは裁判官が認定する、裁決するという規定が国内法で別途定められてい
るという回答でした。
こういうやりとりがあったわけですが、最終的に裁決でどうなったかという

と、権利委員会の決議は、実はハンガリー政府には不利なものでした。6名の
投票権を剥奪されたハンガリーの公民の言い分が正しいということです。先ほ
ども申し上げた第 29 条によれば、障害者は投票権を共有すべきだということ
でした。いかなる合理的な制限も設けてはならない、生まれつきの権利である
ということでした。2番目の理由ですが、もし本当にそういった障害があると
すれば、やはりこの第 12 条の平等であるという原則にのっとって、政府は適
切な支援、サポートを提供すべきだということです。
この二つの前提の下で権利委員会は、ハンガリー政府は無条件でこの証言者

の選挙権を確保すべきだと決定しました。国内法を改正するだけではなく、先
ほどのハンガリーの 6名の方に対して、精神的なダメージの損害賠償をするよ
うに求めました。これは 2013 年にあった実際の案件でした。
3番目です。2014 年に国連が公布した第 1号の一般的意見がありました。そ

この中でも再び投票権に触れられています。なぜ国連が投票権に触れたかとい
うと、ハンガリーと似たようなケースが実は多くの国で起きていたからです。
スペイン、チュニジアも含めてです。そういった似たような障害者の選挙権を
剥奪しているケースがありました。
一般的意見第 1号では、三つのポイントがあります。一つ目は、第 12 条の
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法律の前に等しく認められる権利に関する解釈です。二つ目は、重要な点で、
いかなる場合でも、障害者であることを理由に人々の投票権を剥奪してはいけ
ないということです。精神的な障害があったとしても、最終的に投票できるか
どうかという判断は、個人が関連情報を利用したり比較検討したりすることで、
ある決定の性質と結果を理解できるか否かを判定しようとするものです。実は、
正確に評価できないという仮定を支持する十分な科学の根拠は存在していませ
ん。人類の脳の特定の活動を正確に評価できる、そういった仮定を支持できる
ような科学的な根拠はありません。これは 2番目の理由です。三つ目は、先ほ
ど何名かがおっしゃったとおり、第 12 条をさらに強調しているわけですが、
障害者の権利行使が難しい場合、代替的意思決定ではなく、支援付き意思決定
の方法で対処すべきであるということです。これは 2014 年に出された国連の
第 1号の一般的な意見書の内容です。
4番目は台湾の事例です。台湾の選挙罷免法は、もし後見宣告を受けたら、
選挙権も被選挙権もなくなるとはっきり規定しているのですが、これは明らか
に国連の権利条約に違反していると私は思っています。世界では、違反してい
る事例、障害者たちに投票させないというケースは、台湾も含めて非常に多い
と思います。今まではそのような感じです。
先ほど、人の脳の特定の活動は、科学的な根拠でもって正確に評価できない
と申し上げました。午前中の日本の先生方の間でも、これは論争のある部分か
もしれません。ただ、重度の精神的障害あるいは知的障害者が実際に投票でき
るかどうかについては、私個人的には、絶対にできると思っています。ハーバー
ド大学の法学部が出したレポートもあります。こうした解釈の枠組みは法律学
者が主導となっていますが、特に重度の障害者が投票するということは、政治
学という観点からも議論のある部分です。
アリストテレスのギリシャの時代から、現在の民主政治の文脈の中では、仮
定として、人は理性を持っていると考えています。また、いろいろな資料を読
む中でも、法的義務について議論することは非常に有意義であると思っていま
す。そういった非常に厳格な定義をもって民主政治の参加を見た場合、特に投
票といったテーマは非常に難しい課題で、なかなか一般市民には理解してもら
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えない、あまり理解できないものです。市民の投票は意見が二分しやすい、分
かれやすいテーマです。今、参加型予算という言い方がはやっています。少数
派がコントロールしてしまうプロセスになってしまう、ごく一部の人が牛耳っ
ているという部分があります。それについて非常に議論があります。
核心的な問題はどこにあるかというと、民主というのは選挙だけではないで
す。民主にはもっと大きな内容が含まれています。もっと大きな価値が考慮さ
れるべきです。もしかしたら今、政治学という角度から解釈したかもしれませ
んが、政治学が専門だからです。以上が、法律という観点から見た、国連の権
利条約についての私の個人的な見解です。
参加が大事です。もっと多元的な多様な方法があるかと思います。障害者や
知的障害だけではなく、もっと広い目で見てほしいと思います。投票権に関し
ては、台湾も韓国も日本も、場所と時間を決めて、例えば「この日の 8時から
16 時にある場所で投票します」と言うことは、知的障害者に制限を設けてし
まっています。知的障害者はもっと支援が欲しいのです。政府は適切な措置を
与えるべきと規定されているので、さらに多くの機会を確保するためには、そ
のことを考慮すべきです。韓国の方も日本の方も含めてです。
また後で時間があれば補足したいと思います。もう時間がなくなってきたと
思います。投票できる国ではもっと多元化を図っていただきたいです。例えば、
電子的な投票です。家を出なくても、パソコンから投票できるという形も取れ
るかと思います。あるいは期日前投票です。アメリカにも日本にもあると思い
ます。同じ日ではなくて、期間を 2週間に延ばす。投票期間を 2週間にする。
期日前投票もできるように、コンピューターでもできるように、そういった配
慮も必要かと思います。
知的障害者には、もっと十分な時間を与えて、もっとゆっくり決断していた
だけるようにする。時間と場所を決めると制限してしまうことになってしまい
ます。知的障害者も含めて、もっと多元的に、視野を広げて考えていただきた
いと思います。日本は期日前投票はありますが、パソコンでは投票できないと
聞いています。知的障害者がもっと公的な事務に参加できるように、多元的な
参加の仕方を提示してほしいです。政治的な手段でもって解決できる部分もあ
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ります。
以上です。ありがとうございました。



154 第 3セッション　台湾

���

ἲἲⓗ⬟ຊᢞ⚊ཧຍ㸸ྎ‴ࡢ�
�

ᯘ⪽ྜྷ�
ῐỤᏛබඹ⾜ᨻᏛ㒊ᩍᤵ�

Legal Capacity and Voting Participationㄆ The Case of Taiwan 
Tsong-Jyi  Lin 

Professor, Department of Public Administration, Tamkang University, Taiwan 

�
�

�᮲⣙ࠖࡿࡍ㛵ᶒࡢ⪅㞀ᐖࠕࠊ୍୍

㑅ᣲᶒࡢ⪅㞀ᐖࡿࡅ࠾᮲⣙ࠖࡿࡍ㛵ᶒࡢ⪅㞀ᐖࠕ¾
つᐃ㸦2006㸧ࡢ࡚࠸ࡘ

    � ᮲⣙ࠖ㸦Theࡿࡍ㛵ᶒࡢ⪅㞀ᐖࠕ Convention on the 

� Rights of Persons with Disabilitiesࠊ௨ୗࠕ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲�

� ⣙ࠖ㸧ࡣ㞀ᐖ⪅ࡢ㑅ᣲᶒ࡚࠸ࡘ௨ୗࡢ᮲ᩥࠋࡿ࠶ࡀ

�
Ϯ�



155第 3セッション　台湾

ϯ�

     ⥾⣙ᅜࠊࡣ㞀ᐖ⪅ᑐ࡚ࡋᨻⓗᶒࢆಖ㞀ࠊࡋཬ
ᶵࡿࡍாཷࢆᶒࡢࡇ࡚ࡋ♏ᇶࢆ➼ᖹࡢ⪅ࡢࡧ
ࢆಖ㞀ࠊࡋࡢࡶࡿࡍḟࢆࡇࡢ⣙᮰ࠋࡿࡍ

� 㸦a㸧㞀ᐖ⪅ࠊࡀࡢ⪅ࡢᖹ➼ࢆᇶ♏ࠊ࡚ࡋ┤᥋
බࡧᨻⓗཬࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ⪅⾲௦ࡔࢇ㑅⏤⮬ࡣཪࠊ
ⓗ⏕άຠᯝⓗࡘศཧຍࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ
㸦㞀ᐖ⪅ࡀᢞ⚊ࠊࡋཬࡧ㑅ᣲࡿࢀࡉᶒཬࡧᶵࢆா
᭷ࡴྵࢆࡇࡿࡍ㸧ࢆ☜ಖࠋࡇࡿࡍ
� �

㸦୍㸧➨29᮲aྕᐃࡓࢀࡽࡵ࡞つᐃࡢලయⓗ࡞ෆᐜ

ϰ�

   㸦㸦㸧ࡢࡇࠕࠊ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨12᮲1-3㡯ࡢෆᐜࡶ㑅ᣲᶒࡢ�

⾜㛵㐃ࡾ࠶

➨12᮲ ἲࡢ๓ࡿࡅ࠾ᖹ➼࡞ᢎㄆࡢ⋓ᚓ

1.⥾⣙ᅜࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡀ࡚ࡢሙᡤ࡚࠸࠾ே᱁ࢆ᭷ࢆࡇࡿࡍ

ㄆࡿࢀࡽࡵᶒࢆᚓࢆࡇࡿᨵ࡚ࡵゝ᫂ࠋࡿࡍ

2.⥾⣙ᅜࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡀ⏕άࡿࡺࡽ࠶ࡢഃ㠃࡚࠸࠾⪅ࡢᖹ

ࠋࡿࡵㄆࢆࡇࡿࡍா᭷ࢆἲⓗ⬟ຊ࡞➼

3.⥾⣙ᅜࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡢࡑࡀἲⓗ⬟ຊࡢ⾜ᙜ࡚ࡗࡓᚲせࡍ

ࠋࡿࢆ⨨ᥐ࡞㐺ᙜࡢࡵࡓࡿࡍ࠺ࡼࡿࢀࡽᚓࢆᨭࡿ



156 第 3セッション　台湾

ࠊ㞀ᐖ⪅ࡢ㑅ᣲᶒ㛵ࡿࡍᅜ㝿㐃ྜࡢ㏻ሗ㸦2013㸧

��
� �

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

ϱ�

ᅜ㐃ࡢ㞀ᐖ⪅ࡢᶒጤဨ㸦Committee on the 
Rights of Persons with Disabilities㸧2013ࡀᖺ9᭶බ
ᕸ4/2011ྕᩥ➨ࡓࡋ᭩ࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡢ㑅ᣲᶒ㛵ࡿࡍ
㏻ሗ௳ࡢ࡚࠸ࡘỴ㆟ᩥ࡛ྠࠋࡿ࠶௳ࡣZsolt
Bujdoso࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡢ6ྡࡽබẸࡀ㐃ྡ࡛ྠᅜࡢ㞀ᐖ
࡛ࡢࡶࡓ࠼ッᅜ㐃࡚࠸ࡘᐖ≧ἣࡢ㑅ᣲᶒࡢ⪅
ࠋࡿࡍゎㄝ࡚ࡅศ㒊ศࡢࡘ3ࠊ௨ୗࠋࡿ࠶

㸦㸦୍㸧㏻ሗ⌮⏤

� ุࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࠊࡾ࠶࡛⪅ⓗ㞀ᐖ▱ࡶࢀࡎ࠸ࡣ⪅㏻ሗࡢ6ྡ
ᡤࡽ㒊ศⓗཪࡣ㠃ⓗ࡞ᚋぢࡢỴᐃࠋࡓ࠸࡚ࡅཷࢆᙜ㐺⏝ࡉ
ᚋ࡞㠃ⓗࡣ㒊ศⓗཪࠊつᐃ࡛ࡢἲ➨70᮲᠇࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡓ࠸࡚ࢀ
ぢୗࡶࢀࡎ࠸ࡣ⪅ࡿ࠶㑅ᣲᶒࢆᚓࠊࡵࡓࡓ࠸࡚ࢀࡉ࠸࡞ࢀࡽ
Zsolt Bujdosoྡࡢࡽ๓ࡣ㑅ᣲேྡ⡙ࡽ๐㝖ࠊࢀࡉ 2010ᖺ4᭶11
᪥ࡢᅜ㆟ဨ㑅ᣲࠊ 2010ᖺ10᭶3᪥ࡢᆅ᪉㆟ဨ㑅ᣲ࡛ᢞ⚊࡛࡞ࡁ
ࠊ࡛ࡲࡿࢀࢃ⾜ࡀ㏻ሗࡢࡇࠋࡓࡗ Zsolt Bujdosoࡽ㏻ሗ⪅୍ࡣ㈏
ཧຍ࡛㑅ᣲࡿࡺࡽ࠶ࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࠊࢀࡉዣࢆබẸᶒࡢࡑ࡚ࡋ
ࠋࡓࡗ࡞ࡁ

ϲ�



157第 3セッション　台湾

� ㏻ሗ⪅࣮ࣜ࢞ࣥࣁࠊࡣ᠇ἲࡢつᐃࡀᙼࡢࡽ㞀ᐖࡢᛶ㉁ࡃ࡞࡛ࡅࡔಶࠎ
ேࡢ႙ኻ⬟ຊࡢලయⓗ࡞⛬ᗘࡶ࡚࠸ࡘ⪃៖ࠋࡓ࠸࡚࠼⪄࠸࡞࠸࡚ࡋ
ᨻཧຍࡀㄆࠊࡤࢀࢀࡽࡵ⮬ศࡣࡕࡓᨻၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㑅ᣲᶒࢆ⾜ࡍ
⪅㞀ᐖⓗື⮬ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡓࡗࡔᙇࡢ⪅㏻ሗࡀࡢ࠺࠸ࡿ࠶ࡀຊ⬟ࡿ
ྠࡧ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨29᮲ཬࠕࠊࡣつᐃࡢἲ᠇࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡿࡍ㝖ࢆ
᮲12➨᮲࡚ࡏࢃྜࢆゎ㔘ࡿࢀࡉෆᐜ㐪ࡿࡍᙼࠋࡓ࠸࡚࠼⪄ࡣࡽ
㏻ሗ⪅ࡣࡕࡓጤဨࠊᙼࠕࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡀࡽ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨29᮲
ࡢᅜෆἲᅜྠࡓࡲࠊࡵồ࠺ࡼࡿࡍㄆᐃࡔ⪅ᐖ⿕ࡿࡼ12᮲㐪➨
ᚲせ࡞ᨵṇᙼࡓࡗ⿕ࡀࡽ㠀㔠㖹ⓗ࡞ᦆᐖࡢ㈺ൾࢆồࠋࡓࡵ

ϳ�

㸦㸧⥾⣙ᅜࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁ㏻ሗ௳ࡢᅇ⟅�

� Zsolt Bujdosoࡿࡼࡽጤဨࡢ㏻ሗᚋࠊ㛵㐃ἲࡀ
ᖜᨵṇ2012ࡣ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࠋࡓࢀࡉᖺࠊᚋぢୗ⨨
ᚑ࠺࠸ࡿࡍ㝖ⓗື⮬ࢆ㑅ᣲཧຍࡢ⪅ࡢ࡚ࡍࡓࢀ
᮶ࡢ᠇ἲつᐃࢆ᧔ᗫࠋࡓࡋ⌧ᅾࠊಶࠎேࡢලయⓗ࡞≧ἣ
ุᐁ࠺ࡼࡿࡍỴࢆྰྍࡢ㑅ᣲཧຍ࡚ࡋ៖⪄ៅ㔜ࢆ
ࡼࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᅜෆἲู࡛㏵ᐃࡀつᐃࡿࡵồ
ࡇࡿࢀࡉṆ⚗ࢆ㑅ᣲᶒ⾜ᚊ୍ࡀ⪅㞀ᐖࡢᡂேࠊࡾ
ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉỴᐃ࡚ࡳ㚷ࢆἣ≦ࡢಶูࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࡣ

ϴ�



158 第 3セッション　台湾

㸦୕㸧ᅜ㝿㐃ྜࡢ㞀ᐖ⪅ࡢᶒጤဨࡢỴᐃ�

� ಖ㞀ࡢ㑅ᣲᶒࠊ࡚ࡋᑐ⣙ᅜ⥾ྛࡣ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨29᮲ࠕ
ᨻⓗศࡘᐇ☜ࠊ➼ᖹࡃࡌྠ⪅ࡢࡀ⪅㞀ᐖ࡚ࡵྵࢆ
ཬࡧබⓗ⏕άཧຍ࡛࠺ࡼࡿࡁ☜ಖࢆࡇࡿࡍồ29➨ࠋࡿ࠸࡚ࡵ
᮲ྜࠕࡣ⌮ⓗ࡞ไ㝈ࠖ㸦reasonable restriction㸧୍࡚࠸ࡘษ
᫂グࡿࡺࡽ࠶ࠊࡓࡲࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋ㞀ᐖ⪅ᑐࡿ࡞࠸࡚ࡋእⓗ
ฎ⨨ࡾྲྀࡶࢆᚓ࠺࠸ࡿつᐃࠊࡽࡇࡢࡇࠋ࠸࡞ࡣ⏕⌮ⓗཪࡣ
▱ⓗ࡞㞀ᐖࡾࡼᙜ⪅ࡢබẸᶒࡾྲྀࢆᾘࡇࡍ㸦≉ᐃࠕࡢ⬟ຊ
ホ౯ࠖࡢ⤖ᯝᇶ࡙ࡃ㑅ᣲᶒࡢไ㝈ࡴྵࢆ㸧ࡶࢀࡎ࠸ࠊࡣ㞀ᐖ⪅
ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ࡞ࡳᕪูࡿࡍᑐ

ϵ�

㸦୕㸧ᅜ㝿㐃ྜࡢ㞀ᐖ⪅ࡢᶒጤဨࡢỴ㆟

  

ϭϬ�

๓㏙ࠊࡽ⏤⌮ࡢἲᘐࡀ▱ⓗ㞀ᐖ⪅ࡢ㑅ᣲᶒࢆዣ࡛࢞ࣥࣁ࠺࠸ࡿࡁ
ጤဨࡿ࠸࡚ࡋ㐪29᮲➨ࡢ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖࠕࡣつᐃࡢᅜෆἲࡢ࣮ࣜ
୍ࠋࡓࡋุ᩿ࡣ᪉ࠕࠊ㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨12᮲2㡯3㡯ࠊࡾࡼ⥾⣙
ᅜࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡀ⏕άࡿࡺࡽ࠶ࡢഃ㠃࡛⪅ࡢᖹ➼࡞ἲⓗ⬟ຊࢆா᭷ࡿࡍ
ᨭࡿࡍᚲせࡾࡓᙜ⾜ࡢἲⓗ⬟ຊࡢࡑࡀ⪅㞀ᐖྠࠊࡵㄆࢆࡇ
ἲࡢ⪅㞀ᐖࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡁࡿࢆ⨨ᥐ࡞㐺ᙜ࠺ࡼࡿࢀࡽᚓࢆ
ⓗ⬟ຊࡢ☜ㄆᨭࠊࡣᙜ↛ࡽࡀ࡞㑅ᣲᶒ࡞ᨻཧຍࡢබẸᶒࡲྵࡀ
ࢆ㞀ᐖࡢᐇ㝿ࡣཪࡿࢀࡉணᮇࡀᨻᗓ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࠊࡣጤဨࡵࡓࡢࡇࠋࡿࢀ
㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖࠕࡽ᫂ࡣࡇࡓࡋዣࢆ㑅ᣲᶒࡢ㏻ሗ⪅6ྡ⏤⌮
➨29᮲12➨᮲ิᣲࡢົ⩏ࡓࢀࡉᮍᒚ⾜ࠋࡓࡋุ᩿ࡿ࡞
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1.  ⥾⣙ᅜࠊࡣ㏻ሗ⪅6ྡྡࡢ๓ࡀ㑅ᣲேྡ⡙ࡽ๐㝖ࡇࡓࢀࡉ
� ࠊࡣ⨨ᩆ῭ᥐࠋࡿ࠶ࡀົ⩏ࡿྲྀࢆ⨨ᩆ῭ᥐ࡚࠸ࡘ 2010ᖺࡢ㑅
� ᣲཧຍࡿࡍᶒࢆዣࡿࡼࡇࡓࢀࡉ⢭⚄ⓗ࡞ᦆᐖᮏ㏻ሗ

� ࠋࡴྵࢆ㈺ൾࡢ࡚࠸ࡘ㈝ἲⓗฟࡢ㝿ࡓࡗ⾜ࢆ

2. ⥾⣙ᅜࠊࡣ㢮ఝࡢᶒᐖ⾜ⅭࡢⓎࢆᚋ㜵ࡢࡵࡓࡄᥐ�

� ุࢆྰྍࡢ㑅ᣲᶒ⾜ࡢ⪅㇟ᚋぢᑐࠋࡿ࠶ࡀົ⩏ࡿྲྀࢆ⨨

� ᐁุࡀᐃ࠺࠸ࡿࡍ⌧⾜ᅜෆἲᐃࡓࢀࡽࡵ᮲ᩥࠊࡣ᫂ࡽ

� ࠊࡾ࠾࡚ࡋ㐪ෆᐜࡢ12᮲➨㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨29᮲ࠕ
� ᧔ᗫࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ

ϭϭ�

๓㏙ᇶ࡙ࠊࡁጤဨࡣ⥾⣙ᅜ࣮ࣜ࢞ࣥࣁ௨ୗࢆᘓ㆟�

�ᶒጤဨࡢ⪅㞀ᐖࡢᅜ㝿㐃ྜࠊ୕ ୍⯡ⓗពぢ➨1ྕ�
� 㸦2014㸧

� 㑅ࡢ⪅⣙ᅜ࡛㞀ᐖ⥾ࡢࡃከࠊࡃࡌྠࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁ
ᣲᶒࡀዣࡿࢀࡉ≧ἣࡀᐇ㝿㉳ࡵࡓࡢࡇࠋࡓ࠸࡚ࡁ㞀ᐖ
ሗ࿌ࡢᅜྛࡓࢀࡉᥦฟ࡛࠸ḟ┦ᅜ㐃ࠊࡣᶒጤဨࡢ⪅
᭩ࢆ㜀ぴࠊᑂᰝᚋ2014ࠊᖺබᕸ୍ࡓࡋ⯡ⓗពぢ➨1ྕ
㸦General Comment No. 1㸧࡛ࡶ㑅ᣲᶒࡴྵࢆ㞀ᐖ⪅ྛࡢ
ࢆὀពู≉⣙ᅜ⥾ྛ࠺ࡼ࠸࡞ࡋዣࢆᇶᮏⓗᶒࡢ✀
㞀ᐖ⪅ᶒ᮲⣙ࠖ➨12ࠕࡣⓗពぢ➨1ྕ⯡୍ࠋࡓࡋಁ
᮲ࠕࡢἲࡢ๓ࡿࡅ࠾ᖹ➼࡞ᢎㄆࡢ⋓ᚓࠖ㛵ࡿࡍヲ⣽࡞
ゎ㔘࡛ࠊࡾ࠶ࡢࡘ3ㄽⅬࠋࡿ࠶ࡀ

ϭϮ�
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�㸦୍㸧ࠕἲࡢ๓ࡿࡅ࠾ᖹ➼࡞ᢎㄆࡢ⋓ᚓࠖࠊࡣᙜ௦ࡢேᶒࡢ୰᰾ⓗ࡞౯್ࡢ
ࠊ࡚ࡗ࠶࡛ࡁࡍா᭷ࢆᶒࡢ➼ྠࡃࡌྠࠎேࡢ࡚ࡍࡣ⪅㞀ᐖࠊࡾ࠶࡛ࡘࡦ
ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࢀࡉዣࢆᶒࡶ࡚࠸࠾ἣ≦ࡿ࡞࠸

�㸦㸧ពᛮỴᐃ⬟ຊࡢ㊊⏤⌮ࢆಶேࡢᇶᮏⓗ࡞ᶒࢆዣࠊࡣࡇࡿࡍᙜ↛
㛵㐃ሗࡀಶேࠊ࡚ࡋࠎ ࡣホ౯ࡢពᛮỴᐃ⬟ຊࡢ⾜⌧ࠋ࠸࡞ࢀࡽࡵㄆࡽࡀ࡞
ࡿࡁゎ࡛⌮ࢆᯝ⤖ᛶ㉁ࡢỴᐃࡿ࠶ࠊ࡛ࡇࡿࡍࡾࡓࡋẚ㍑᳨ウࡾࡓࡋ⏝ࢆ
ࡐ࡞ࠋࡿṧࡀၥࡣ᪉ἲࡢ㏙ୖࠊࡋࡋࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ࠺ࡼࡋᐃุࢆྰ
ࡿ࠸࡚ࡋ௬ᐃࡿࡁホ౯࡛☜ṇࢆάືࡢᐃ≉ࡢ⬻ࡢே㢮ࡣ᪉ἲࡢࡇࠊࡤࡽ࡞
ࠋ࠸࡞ࡋᏑᅾࡣᏛⓗ᰿ᣐ⛉࡞ศࡿࡍᨭᣢࢆ௬ᐃࡢࡇⅬ࡛⌧ࠊᐇ㝿ࠋࡿ࠶࡛ࡽ
ಶேࡀពᛮỴᐃ⬟ຊࡢホ౯ྜ᱁ࡢࡑ⏤⌮ࢆࡇ࠸࡞ࡋᶒࢆዣࡍࡓࢀࡉ
࡞ࡇࡓࡋ㐪ཎ๎ࡢᚓࠖ⋓ࡢᢎㄆ࡞➼ᖹࡿࡅ࠾๓ࡢἲࠕࡢ12᮲➨ࠊࡤࢀ
�ࠋࡿ

ϭϯ�

�㸦୕㸧㞀ᐖ⪅ࡢᶒ⾜ࡀ㞴࠸ࡋሙྜྛࠊ⥾⣙ᅜࡣ௦᭰ⓗពᛮỴᐃ㸦 substitute 

�� � decision-making㸧࡛ࠊࡃ࡞ࡣᨭࡁពᛮỴᐃ㸦 supported decision-making㸧ࡢ

�� � ᪉ἲ࡛ᑐฎࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍᚋ⪅࣮ࣜࣇࣜࣂࢫ࣮ࢯࣜ✀ྛࠊࡣ⎔ቃࢆᥦ౪ࡿࡍ

�� � ⪅๓ࠊ᪉୍ࠋࡿ࠶᪉ἲ࡛ࡿࡍᨭࢆࡇࡿࡍ⾜ࡽ⮬ࢆᶒ✀ྛࡀ⪅㞀ᐖ࡛ࡇ

�� � 㞀ࠊࡣⓗពぢ➨1ྕ⯡୍ࠋࡿ࠶ไᗘ࡛ࡿࡍ᥋Ỵᐃ┤ࡾࢃ௦⪅㞀ᐖࡀ௦⌮ேࠊࡣ

�� � ᐖ⪅୍ࡀ⯡ேྛࡃࡌྠ✀ᶒࡽ⮬ࢆ⾜࡛࠺ࡼࡿࡁᚋぢᐉ࿌ࡢ࡞௦᭰ⓗព

�� � ᛮỴᐃไᗘࡢ᧔ᗫ᳨ࢆウྛࡿ࠶࡛ࡁࡍ⥾⣙≉ᣦࠋࡓࡋ

ϭϰ�



161第 3セッション　台湾

�� ๓㏙3ࡢⅬࢆ⥲ᣓ୍ࠊࡿࡍ⯡ⓗពぢ➨1ྕࡣ➨
4/2011ྕᩥ᭩ࡢ࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡢ㛵ࡿࡍỴ㆟᫂
ே⯡୍ࡀ⪅㞀ᐖࡶࢀࡎ࠸ࠊࡾ࠶ぢゎ࡛ࡌྠࡽ

⏤⌮ࢆ㞀ᐖࠊࡾ࠶࡛ࡁࡍா᭷ࢆᇶᮏⓗᶒࡢ➼ྠ

ᅜᐙࠋࡿ࠸࡚ࡋᙉㄪ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋዣࢆᶒ

ࡿࡍᥦ౪ࢆቃ⎔࣮ࣜࣇࣜࣂࢫ࣮ࢯࣜ✀ྛࠊࡣ

ࠋࡿ࠶ࡀົ⩏ࡿࡍᨭࢆᶒ⾜ࡢࡽ⮬⪅㞀ᐖ࡛ࡇ

ϭϱ�

� ୰⳹Ẹᅜᅜࠕ㑅ᣲ⨭චἲࠖ㸧➨14᮲ࠕࠊබ⫋ேဨ㑅ᣲ⨭චἲࠖ㸦௨ୗࠕࡢ‴ྎ
Ẹ࡛ᖺ㱋20ࡀṓ㐩ࠊ࡛⪅ࡓࡋᚋぢᐉ࿌ࡢࡑࡅཷࢆᐉ࿌ࡾྲྀࡀᾘࢆ⪅࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ
㝖ࠊࡣ⪅ࡓ࠸㑅ᣲᶒࢆ᭷ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࠖࡿࡍ㑅ᣲ⨭චἲࠖ➨26᮲9ྕ࡛ࠕᚋぢᐉ
࿌ཪࡣ⿵ຓᐉ࿌ࠊࡅཷࢆᐉ࿌ࡾྲྀࡀᾘࡣ⪅ࠖ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ❧ೃ⿵⪅࡚ࡋⓏグ࡛ࡁ
つᐃࡢẸἲ➨14᮲ࠊࡣ㇟ᑐࡢຓᐉ࿌⿵ࡣᚋぢᐉ࿌ཪࠊ᪉୍ࠋࡿ࠸࡚ࡋつᐃ࠸࡞
ཷࡢ♧⾲ពᛮࡣࡃࡋࡶ♧⾲ពᛮࠊࡾࡼḞ㝗⬟▱ࡢࡢࡑࡣ⢭⚄㞀ᐖཪࠕࠊࡾࡼ
㡿࠸࡞ࡁ࡛ࡀ⪅ཪࡣពᛮ⾲♧ࡢຠᯝࢆᘚ㆑࡛ࢆࠖ⪅࠸࡞ࡁᣦࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡍ

� ୖ㏙ࡢἲᚊつᐃᇶ࡙ࡢ‴ྎࠊࡤࡅ⢭⚄㞀ᐖࠊ▱ⓗ㞀ᐖࡢ࡞බẸࡣἲᇶ࡙ࡃ
㑅ᣲᶒࡢዣ࠺࠸⬟ྍࡀ⤖ㄽࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ⮳ពᛮỴᐃ⬟ຊࡢ㊊⏤⌮ࢆᚋぢ
ᐉ࿌࠺࠸᪉ἲ࡚࠸⏝ࢆᐉ࿌ࡢ⪅ࡓࡅཷࢆ㑅ᣲᶒࢆዣ࠺࠸ࡿࡍᡭẁࠕࡣ㞀ᐖ⪅
ᶒ᮲⣙ࠖᅜ㐃ࡢ㛵㐃ᩥ᭩ࡢつᐃ㐪ࡢ‴ྎࠊࡾ࠾࡚ࡋ❧ἲᶵ㛵ࡣᚋࠊἲᚊ
ᨵṇ᳨ࢆウࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ

ϭϲ�

�
ᅄࡢ‴ྎࠊ᳨ࡢウ�


